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玄田　本日のフォーラムの目的は、これからの時代に
求められる広い意味でのキャリア教育のあり方を考え
ることですが、前半の報告を受けて感じたことなど、
小杉さんから口火を切っていただけますか。

企業の人材育成策と若年社員の思いの共有化

小杉　企業の方の発表は、能力の見える化をしてスキ
ルマップや能力評価基準をつくり、それをプログラム
化して人を育てようとするところが共通していました。
それが今の人材育成の方向性だと思います。ただ、そ
ういった仕組みを、どのように働く側の若い層と共有
していくのか。私の見ている若い人たちは、職場で受

け入れてくれていないと思ったり、上司も自分のこと
を見てくれないと思っていたりして、その辺のことが
よくわかっていません。そういった会社側と若い人の
側のすれ違いのようなことはないのでしょうか。
玄田　すれ違いを避けるための工夫などをしているの
か。大久保さん、いかがですか。
大久保　すれ違いはもちろんあります。そこで、年２
回、「あなたにはこういう行動を求めています。上の
職位に行くなら、この部分をこう改善しましょう」な
どという面談を行いますし、講演時に使用したスキル
マップは、その作成時から若い世代も入れ、浸透させ
ることを考えながら進めています。ただ、すれ違いを
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恐れていたら新しい制度は導入できないので、ある意
味、すれ違いを覚悟してやっています。
玄田　すれ違いを回避するために、何か心掛けている
ことはありますか。
大久保　いろいろな説明は直属の上司が行いますが、
その際、どの上司も同じように話してくれるかが一番
不安です。このため、集合研修で上司をサポートする
ようにしています。
玄田　わかりました。柿沼さんは社員との目的や意識
の共有について、どのように考えていますか。
柿沼　当社では新入社員の教育に、４月に入社して８
月末までの５カ月間をかけ、仕事をする際の基礎知識
だけではなく、企業理念などの共有を図っています。
初めに人事諸制度や就業規則などの会社の仕組みにつ
いて、１週間くらいかけて研修します。その後、当社
の製品を開発・製造・販売している各部署を回り、先
輩諸氏からレクチャーを受けます。また、講演時に少
し触れましたが、当社では開発・生産・販売といった
機能のなかで、生産は、ほとんどベトナムで行ってい
ますので、５カ月の社員研修のうち約２カ月を生産工
程の説明に当て、実際に物をつくる作業も体感させま
す。そうした体験を通じて、文章では理解が難しい内
容についても具体的なイメージが沸いてくることを期
待しています。また、大久保さんの話と同じように、
年2回の上司との対話等を通じて染み込ませることも
あると思います。

先生に求められる発想の柔軟さや外部との
ネットワーク

玄田　ありがとうございました。体験については、宇
都宮商業の取り組みも体験や経験に徹底的にこだわっ
ていて、そのなかでチャレンジングなことにも取り組
んでいました。末廣さんは、杉本先生の発表でどういっ
たことを感じましたか。
末廣　中学や高校の先生と話したり、学校を訪問する
機会があるのですが、そうしたなかでもキャリア教育
の難しさを痛感しています。その背景に、先生たちが
何をやれば良いかがわからないことがあります。多忙
な先生の労働時間の問題もあるなかで、キャリア教育
をやるように号令をかけるだけでは無理がありますし、
教える側の人材をどう育てるかというところまで考え
なくてはならないと思いました。また、キャリア教育

には定型はないので、先生たちが「こういうことが必
要なのでは？」と思うようなプログラムをどんどん発
案していくことも大切だと思っています。
玄田　発想の柔軟さや企画力が大事なのですね。
末廣　はい。あとは何でも自分でやろうと思わないで
欲しい。例えば、労働問題もやはり基本を知らなけれ
ば、子供の進路指導はできません。しかし、私の目に
は、今は教員になる過程で、あまりそういった勉強を
する機会がないように映ります。そういった先生への
教育が必要だと感じる半面、自分だけで全部はできな
いので、外の人とのネットワークを作ることも考えて
欲しいと思うのです。

アントレプレナーシップ教育も必要

玄田　杉本先生は、改めて感じられたことはあります
か。
杉本　私が思うのは、学校という組織に対してです。
学校のトップは校長ですが、縦社会なので市や町の教
育委員会の方針があるなかでの裁量になっています。
すると、専門高校に比べて普通高校の裁量度は低く、
生徒を就職させるよりも大学に入れれば何とかなると
の考え方が比較的強いと思います。決して普通高校の
批判をしているのではなく、それがその学校の生き方
だろうと思っているのですが、学生にとっては、何の
トレーニングもせずに大学に行って社会に出ていくこ
とになるので、可哀想に思う気持ちはあります。
　もう一つ言いたいのは、アントレプレナーシップで
す。栃木県では今、法人税が100 億円の減収と言わ
れています。従業員教育は結構なのですが、それとは
別に起業家教育の視点がほとんど聞こえてきません。
つまり、栃木県には大企業の工場ばかりが入ってきて、
それに頼ってきた歴史がある。それは、大学生が戻っ
てきても活躍できる地場企業の場が少ないことを意味
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します。いろいろな問題があるので、その辺は行政の
方も一緒になって考えてもらいたいと思っています。
玄田　アントレプレナーシップ教育については、宇都
宮大学も同じような問題意識を持っていると思います。
末廣　私は1990年代の終わりにアメリカでアントレ
プレナーシップ教育に出会ってから、ずっとそういう
教育が必要だと思っていました。これは都道府県に
よって取り組みの姿勢が大きく違い、栃木県は、全国
的に見れば決して早い方ではありません。本学の起業
家教育は、将来の選択肢を広げることと、どこに行っ
ても必要な起業家精神を養うことを目的に開講し、4
年ほど前から地域活性化に危機感を感じている宇都宮
市が一緒にやってくれていて、効果も出ています。

社会全体でのキャリア教育を

玄田　小杉さんは、普通高校でキャリア教育を行う上
での課題や、大学でキャリア教育を続けていく課題に
ついて、どのように見ていますか。
小杉　進学中心の普通高校でもキャリア教育を一生懸
命やっているところはあり、実際によく知られている
幾つかのモデルもあります。それが広まらないのは、
一つは目の前の進学の指導はそれなしでも済むことが
あると思うのですが、あと一つ、末廣さんの指摘のな
かに、「キャリア教育を学校だけで行うのはもう無理
だ」という話がありました。進学中心の学校も、キャ
リア教育をするには、その先にある社会とうまくつな
がらなければなりません。そういう意味では社会全体
でのキャリア教育が本当に必要になっています。
　そこで、企業のパネリストに伺いたいと思います。
熱心で粘り強い学生が欲しいとか、5 年先ぐらいを見
据えて物を考える人材が欲しいという話がありました。
そのために企業は何をなさるのでしょう。もちろん、

今も企業としてインターンシップを受け入れたり、
様々な形で対応していますが、何かもう少しブレーク
スルーはないものでしょうか。

過去と異なる熱心さや粘り強さを育める方策が

柿沼　今のところはここ１年ぐらい、宇都宮大学の
キャリアフェスティバルに参加して情報発信している
程度にとどまっています。そのうえで、「熱心で粘り
強い人材」については、入社後、５カ月ぐらいの新入
社員教育のなかで、そこも教え込むようにしています。
ただ、昨今は方策を間違えるとハラスメントに引っか
かりそうになるなど、ある意味、そうしたことができ
にくい世の中になっています。企業も他に別なやり方
を模索しないといけない時代だと思いました。
玄田　大久保さんの会社では、「考える、気づく、伝
える」といった三つの力を持つために、3 年かけてサ
ポート・フォローアップ研修をしています。企業側も
粘り強く、じっくりと時間をかけて育てるとのメッ
セージをかなり明確に出されているように思います。

短いサイクルでＰＤＣＡを回す研修を

大久保　入社前にそういう人材を求めるために何かで
きるかというと、そこまではできないだろうと思うの

で、入社後にそういう形で
やっていくのが求められて
いるのだろうと考えていま
す。そこで、短いサイクル
でもＰＤＣＡが回るような
研修を取り入れ、実際に自
分たちでＰＤＣＡを回し、
チェックしてアクションし
た結果でもう１回再計画す

る――。そういったことを繰り返し、発表することで
皆に評価されるといった環境もつくりながら取り組ん
でいるのが現状です。
　そういう意味では、宇都宮商業の課題発表や宇都宮
大学の課題発見型インターンシップでも見られるよう
な、課題を解決しようというプロセスが一番大事だと
思っていて、会社としてもその体験をしてもらいたい
と思って取り組んでいます。
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二極化する学生へのそれぞれの対応も

末廣　今は職場が効率化で人も足りず、長期的観点か
らしっかり人を育てようとする企業がどれだけあるの
かが、教育の側から見ると根本的な問題としてありま
す。それをどう解決できるかといえば、国の政策や経
営者団体への働きかけといったところまで話が及んで
きますが、個々の企業が人を大事にしていくことをど
のくらいきちんと考えてくださるのかが重要と思いま
す。
　また、今は世の中がもの
凄く変わり、働き方も多様
化しているわけですが、玄
田先生が指摘された地域や
世界で活躍するようなタイ
プの若者が確実に出てきて
いる一方で、厳しい現実の
なかで安定した終身雇用を
望む学生も多くいて二極化しています。教育サイドか
ら言えば、放っておいても外に出て行く学生は、どん
どん行かせてあげたらいい。でも最近、起業やＮＰＯ
を立ち上げるような話をする学生のなかには、凄く視
野狭窄で、その一本道を突っ走るタイプの人が見られ
ます。そういった学生に対しては、どのように視野を
広げながら進めるようにさせるのかが重要です。一方、
できれば安定してじっくりやりたいタイプの学生も重
要な社会の担い手ですし、その人たちにもやりがいの
ある幸せな職業人生を見込めることが大切なわけです。
そうした人たちに、教育側から何ができるかというと、
生涯学習をし続ける意欲のようなものや、自分たちの
キャリアをデザインしていく力をつけるためのいろい
ろな手助けということであり、一方で受け皿になる企
業や社会の側でも真剣に考えて欲しいと思います。

社会の仕組みで変えたいこと

玄田　ここで、少し変わった質問をしたいと思います。
今ここに「キャリアの神様」がいて、「これまで頑張っ
てきたご褒美に、キャリア教育にまつわる社会の仕組
みを一つだけ変えてあげましょう」と言われたら、何
を変えてほしいと希望しますか。
末廣　人をちゃんと育てていくという社会全体のビ
ジョンでしょうか。教育の問題になってくるかもしれ

ませんが、そこが一番根本かなと思いました。
玄田　なるほど。杉本先生は、どうでしょうか。

学校が連携して取り組める「キャリアカード」
の発想を

杉本　広義では行政も入るのでしょうが、中学校、高
校、大学が自ら連携して取り組めるような仕組みがあ
るといいですね。
玄田　では、文部科学大臣になって何か一つ仕組みを
つくるとなったら、何がいいですか。
杉本　これも縦割りのところを貫くものが何か一つあ
ればいい。個人の勉強してきたスキルの履歴が、例え
ば小中高でこんなことをやってきたとわかるようなも
のがあると良いと思っています。
玄田　では、大久保さんはキャリア教育もしくはそれ
にまつわる環境で、何か一つ変えるとしたら、どのよ
うなことを想像されますか。

社会的な経験と耐性を持って就職を

大久保　社会と関わる時間をもっと多く持ってきても
らいたい。会社にはいろいろな人がいます。優しい人
ばかりではなく、言葉遣いの荒い人もいる。耐性を持っ
て入社して欲しいので、いろいろな人と関わるプログ
ラムができればと思います。
玄田　その点については、杉本先生が体験・経験を大
切にしています。そういったことはどうやって広がっ
ていくのでしょうか。
杉本　当校もそれほど理論漬けで始めているわけでは
ありません。ただ、やら
ないよりはやったほうが
よく、インターンシップ
を終えた生徒たちにアン
ケートをとると、１週間
や10 日間の集中で凄く
成長しています。これも
一つのキャリア教育だと
思っています。

学校に他の社会的資源も組み込めるように

玄田　全ての若者や子どもに、いろいろな人と出会う
機会があれば良いのですが、どうすれば皆にそうした
機会をつくれるようになるのでしょうか。
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小杉　貧困を背景にすると、人間関係もどんどん閉ざ
されます。それが育つプロセスであれば、いろいろな
体験をする機会が完全になくなり、これが大きな問題
だと言われています。では、今それができるのは誰な

のかと言えば、いろいろな
役割を負わされて大変なの
は分かっているのですが、
やはり学校だと思います。
ただし、先生方だけが負う
のでなく、そこにもっと人
やお金を投資すべきです。
今、学校はＮＰＯなどの活
動をなかなか受け入れにく

い体質もありますが、いわゆる「チーム学校」といっ
たような形で学校を基点に様々な支援者が集まる仕組
みをどう作るか。基点としての学校に、他の社会的資
源を集めることが、今できる解決方法だと思います。
玄田　小杉さんの指摘は、末廣さんの問題意識ともか
なり共通していると思います。
末廣　そう思います。今の教育現場は、学校のなかだ
けでは抱え切れない様々な問題が出てきていて、外と
のつながりを持ちながらどうしていくかを考えるべき
です。そういう意味では、学校もマインドセットの問
題が大きくあるように思いますし、それができたうえ
で、改めて産官学の連携が大事だと思っています。

自分のためでもある若者支援

玄田　これはキャリア教育に限った話ではありません
が、若者支援に関わっている人に「何故、こういうこ
とをやるのか」と聞いていくと、「やったことが自分
に跳ね返ってくる」という答えが意外に多い。大学も
含め、支援に関わる人は、ある意味、自分のためにやっ
ていることにもなりますね。
杉本　そうですね。一方通行だけではなく、様々な角
度から人を育てたいです。ですから、やはりいろいろ
な体験・経験を通して子供たちを育てていきたい。た
だ、先ほど小杉さんが言われたように、今は何もかも
が学校に来ています。社会に出て行く前のいろいろな
教育の最後の砦になっていて、多忙感が拭えません。
玄田　今日はあまりキーワードに出ていませんが、家
族（保護者）といった学生の背後にある重要なもう一
人のプレイヤーについては、どう思われますか。

杉本　私が30 数年前に教員になったころに比べると、
学校に対する関心・期待値は高いです。ですから、何
か自分や子供にとって合わないことがあると、言って
くることになります。その分、きちんと説明すれば協
力もしてくれます。以前は学校のやることは大体間違
いないだろうという感じでしたが、今は学校の説明責
任が求められます。キャリア教育に関しても、「当校
はこういう風にやります」といった説明が必要です。
玄田　皆さんにキャリア教育を進めていく上で、変え
たらいいと思うことをそれぞれ一つ挙げてもらってい
ますが、柿沼さんはどう感じていますか。

キャリアは挫折とセットで考える

柿沼　キャリアを考える時には、挫折とセットで考え
る必要があると思うのですが、その時に相談相手がい
ないことを考えています。人生の長い過程では挫折す
ることもあるでしょうし、そこからどう這い上がるか
は大切なことです。
　企業で一番の大きな挫折
は、恐らくはリストラに
遭ったような時だと思いま
す。そんな時に、社会はど
うフォローするかというと、
多分、何もない感じがして
います。一般的にはメン
ターと言いますが、当社で
は新入社員が入ると２年ぐ
らいはチューターと称して先輩社員につけたりするの
ですが、それはキャリアというよりノウハウを教える
方にシフトしがちです。
　また、入社前に遡ると、私は学生と接する時に、「何
社も受けて何社も落ちてしまうような経験をしても、
その結果だけにフォーカスしてはだめだよ」と話して
います。学校側では、そうしたときにどういうフォロー
をされているのでしょうか。

相談に来ない学生への対応

玄田　挫折した時の相談相手について指摘が出ました
が、学生が就職活動でうまくいかなかった時などに、
大学のキャリアセンターとしてはどのようなことを重
視して取り組まれていますか。
末廣　基本的には、友人ももちろん、生身の様々な世
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代の人と話ができる環境のなかで何かを感じて乗り越
えていくことが大切だと思います。キャリア教育のな
かでは個別相談の仕組みはとても大切で、恐らくはど
の大学も凄く力を入れているのではないでしょうか。
本学の場合は、キャリアカウンセラーが毎日いる体制
にしていますし、私も含め教職員も対応することで、
できるだけ気楽に来られるよう努力しています。また、
ガイダンスでも先輩のそうした経験を次の就活中の人
たちに話して聞かせています。
玄田　柿沼さんの指摘は、人生という長いキャリアの
道のりで、いろいろな試練や修羅場をくぐる時の相談
相手が不足しているのではないかという問題提起でも
あると思います。こうした点については、政策的にも
キャリアコンサルタントの育成などの取り組みをして
います。
小杉　キャリアコンサルタントの養成は、いま非常に
重視しています。国家資格化して、かつ専門性を高め
るような仕組みが整理されつつあるところだと思いま
す。ただ、一番困っている人が一番相談してくれない
ことが問題です。大学のキャリアセンターも同様で、
就職しやすい学生はセンターをうまく使いこなします
が、キャリアセンターにも寄って来ずに一人で落ち込
んで一人でやめてしまうタイプが、実は一番困ってい
ます。
　そういう人たちにどう対応するかというと、相談し
に来てくれるのを待っているのではなく、ゼミ教官や
担任の先生といった日常的に接している人から、よく
玄田さんが言われるようなお節介をすることが必要な
状況になるのだと思います。
玄田　行き過ぎでも過少でもない「上手なお節介」。
それを大人がどう身につけていくかということですね。

キャリアを育むには言葉で説明していくこと

玄田　実は、今日のフォーラムで最も強く思ったのが、
「キャリアってやっぱり言葉だ」ということ。自分た
ちの考えていること、思っていること、どういう人生
を歩みたいか、もしくは歩
んで欲しいかといったよう
なことを自分の言葉で語れ
るということです。自分の
生を少し振り返ってどう
いった生き方をしてきたか
ということを、自慢でも自
惚れでもなく、かといって
つまらない卑下でもなく、
ささやかな誇りを持って一人ひとりが自分の人生や仕
事について語れる。それをお互いに「へえ、すごいね」
「ああ、いいな」「それは自分も参考にしたいな」な
どと学び合う機会が自然にどこでも起こるような環境
が、キャリア教育の一つの到達点でしょう。目標は、
皆が社会的に高いステータスに昇るといったことだけ
ではないと思います。

社会的な関わりを増やすアプローチ

玄田　では、最後に改めて強調されたいことなどがあ
りましたら一言ずつお願いします。
大久保　企業に勤めている人間は社会人と呼ばれるわ
けですが、若い世代も年配も、もしかしたら会社とい
う非常に狭い範囲でしか生きていないのかもしれませ
ん。企業は若い世代に対し、社会的な関わりを増やす
ようなアプローチをすべきだろうと、このディスカッ
ションを通じて感じました。
柿沼　学校は正解を出す機関で、企業の方は正解がな
いなかで目的あるいは目標を達成しなければいけない。
ここに何かギャップがあるのではないか？と漫然とで
すが、ずっと疑問に思っていました。しかし、今日、
学校側あるいは研究発表を聞き、そういうことではな
いと感じました。また、先ほど、企業も支援者側にな
らなくてはいけないと反省を踏まえて話しました。今
後は単に人が欲しいから学校に行くのではなく、学校
側を何かサポートできればと思いました。
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変化に対応した社会の仕組みを

杉本　今日は、企業や大学、高校、中学校、地域あわ
せて、何か一つ働き方を通じて地域が活性化していく
ようなものができればいいと考えて話をしました。地
元で子供たちが元気に働ける環境が整えばいいし、そ
のためにどうしたらいいのか。それには、大学、企業、
地域、行政と私たちが連携していかなくてはいけない
と、改めて意を強くしました。
小杉　これからは間違いなく、これまで以上に変化の
大きい社会になることがわかっています。日本は今ま
でも多くの変化を経験してきて、企業はそれなりに企
業のなかでそれを消化し、新しいものに対応していく
ような活動をしてきました。それはとても大事だと思
います。先ほどの起業家、アントレプレナーシップも
まさにそうだと思いますが、個人が対応するというと
ころも必要です。そして、もう一方で社会の方が対応
する個人をしっかり保証していく仕組みも大事だと
思っています。
　そういう社会全体のあり方について、福祉の方では
自助、共助、公助という形で社会全体で支えていく順
番が考えられているのですが、こうした変化に対して
対応していく社会の仕組みは、日本は他の国よりよく
できているのかもしれないと思います。変化に対応す
る個人を強くすると同時に、社会の方もしたたかに対
応できるような仕組みを、これまでかなり持ってきた
し、今後さらに強化していくことが必要だと思いまし
た。
末廣　玄田先生から地域の担い手として戻ってくると
いう話、それから家族の話がありました。大学の現場
で見ていると、家族ともども内向きになっているとこ
ろがあり、実はちょっと心配です。例えば、就職先を
決めるときに「家族の元から通えるように」とか「残
業なんてとんでもない」といった話もあるわけです。
人がどう生きていくかなどについて、学校はもちろん、
家族も地域も企業も時代の変化などの情報を共有して、
地域に帰るにしても、自分の生き方として前向きに積
極的に地域と関わっていけるようなことが必要だと思
います。

キャリア教育は不安のなかで生きていく 
「お守り」

玄田　今日、冒頭に「キャリア教育のキャリアとは、
轍を刻むようなことだ」と話しました。以前、ある学
校でそういう話をしたところ、特に若い先生から、「人
生という長い道のりをどう歩いていけばいいかなんて、
とても生徒には教えられない」と言われたことがあり
ます。確かに今の時代に、「これからの人生をこうい
うふうに歩んでいけば絶対に安心で大丈夫」などと言
える大人はほとんどいないのが現実だと思います。
　では、キャリア教育はできないのか？というと、そ
ういうことではありません。人生の長い道のりで、ずっ
と順風満帆な人なんて多分、どこにもいないでしょう。
途中で必ず大きな試練や困難にぶつかり、孤独を感じ
たり、時には心身の体調を崩すこともあるかもしれま
せん。そんな試練や困難、悩み、葛藤に直面した時に
どうすればよさそうなのかを、自分で考えたり行動す
るための目安や勘どころが持てるなら、長い人生を生
きていくための大事なお守りになるのではないかと思
うのです。
　そのような時に自分で考えるための道筋が持てるよ
うにすることがキャリア教育だと思います。学校の先
生も日々悩みながら仕事をされ、人生で悩んだ時にど
うしたらよいのか自分なりの考えや経験を持っている
はずです。ただ、学校の現場だけで全てを解決できな
いかもしれません。だからこそ会社や地域の大人が、
時にはユーモア精神を交えながら、これまでの人生で
困難にぶつかった時の経験談などを自分自身の言葉で
とつとつと語っていく――。こうしたことがキャリア
教育を支えていくものだろうと思いますし、それが誰
かの心に触れ、誰かの行動につながって拡がっていく
ことがキャリア教育だと考えています。
　学校だけでなく、会社や地域も含め社会全体でキャ
リア教育を考える機運が醸成されることが、これから
の未来に必要なことだと改めて感じました。
　本日のフォーラムでは、多角的な角度から、いろい
ろなヒントや気づきをいただけたと思っています。ど
うもありがとうございました。
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講師のプロフィール

玄田有史（げんだ・ゆうじ）東京大学社会科学研究所教授
経済学博士。専門は労働経済学。日本における雇用の創出・消失、
若者の労働問題等を研究。近年は希望学・スネップ（孤立無業者）
の研究にも取り組んでいる。著書に『仕事のなかの曖昧な不安』（中
央公論新社、サントリー学芸賞他）、『ジョブ・クリエイション』（日
本経済新聞社、エコノミスト賞他）、『希望のつくり方』（岩波新書）
他。日本経済学会・石川賞受賞（2012年）。

小杉礼子（こすぎ・れいこ）JILPT特任フェロー
民間企業勤務を経て、雇用促進事業団職業研究所（現独立行政法
人労働政策研究･研修機構）入所。「学校から職業への移行」、「若
年者のキャリア形成・職業能力開発」などをテーマに社会学的視
点からの実証研究に携わる。著書に『若者と初期キャリア―「非
典型｣からの出発のために』（勁草書房、2010、第33回労働関係
図書優秀賞）他。

末廣啓子（すえひろ・けいこ）宇都宮大学キャリア教育･就職
支援センター副センター長、教授
労働省（現厚生労働省）で主として雇用政策分野を担当、栃木県
商工労働観光部職業安定課長、厚生労働省外国人雇用対策課長、
長崎労働局長等を経て、2007年4月から現職。キャリア教育の授
業、学生相談、調査研究の他、大学全体のキャリア教育の企画・
調整、センターの運営などを行う。

杉本育夫（すぎもと・いくお）栃木県立宇都宮商業高等学校校長
商業科の教員として数多くの高校生の就職・進学など進路指導に
携わる。栃木県の小中高校のキャリア教育指導の手引き作成に関
わる一方、高校において銀行、自治体、企業、高校とで地域活性化、
人材育成のための包括連携協定を締結し、高校生を積極的に学校
の外に出す教育を展開。2016年4月より現職。

大久保知宏（おおくぼ・ともひろ）藤井産業株式会社取締役総
務部長
1989年藤井産業入社後、店頭公開準備に従事、情報系管理部に
て社内のIT化の推進、情報系営業部を経て、2010年総務部に配属。
2016年より現職。総務部長として東日本大震災を経験。採用業
務においては、一次から最終までの面接官として年間200名を超
える学生と面談している。

柿沼幸弘（かきぬま・ゆきひろ）マニー株式会社人事総務部長
日産自動車株式会社で人事労務・生産管理・安全衛生や小型商用
車の事業再生などを担当。日産リバイバルプランでは、栃木工場
で労務対策を実施。2016年3月に入社したマニー株式会社では、
人事総務部長として、グローバル化やキャリア形成を念頭に置い
た人事制度への改定などを担う。
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